
第６問 国際社会の諸課題の解決策を考える思考力判断力の問い。 

問１ ドル高の影響について基礎的基本的な知識を問う。 

問２ 二国間の緊張の高まりを回避する手立てを考える問い。 

問３ 2007 年以来の国際収支の変化を示す図表を読み込み，変化の原因を考察する思考力判断

力の問い。 

問４ 20 世紀以後の外国為替をめぐる国際環境の展開を問う思考力判断力の問い。ブレトンウ

ッズ体制，ニクソン・ショック，プラザ合意が問われた。 

問５ グローバル・ヘルスの視点から資料の読解に基づき途上国支援の方策を考える。 

問６ ESG 投資の説明に該当するものを選ぶ。平易だが主題としては大切な問い。 

３ 総評・まとめ 

受験者が基礎的基本的な知識を確認し，受験者が自ら獲得した知識を活用し，思考力や判断力を

働かせ，今日に生きる私たちが抱える社会的な課題をいかに解決したらよいかを当事者意識をもっ

て思考する力があるかを問うとともに思考しているかを問う問題である。問題はいずれも学習指導

要領に示されている「公共」及び「政治・経済」で学習する範囲内であり，極端な難問や奇問はな

い。問題のリード文は高校生が調べたり学んだりしている状況から示されることが多い。これは高

大接続を意識してのことであろう。しかし，高校生が学んだ内容を理解していれば読める１ページ

程度の文章を読ませて考えさせるというセンター試験で長く出題されていた形式も復活しても良

いのではないか。ものを考えることの大切さを受験者に示す意味で思考力判断力を問う重厚な問題

が一つあってもよいだろう。後期中等教育の学習が高等教育における研究へどう発展できるのかを

高校生に示すことも教育的配慮であろう。 

４ 今後の共通テストへの要望 

共通テストの高校現場への影響力は極めて大きい。出題者の意図を超えて出題者の意図とは異な

ったメッセージとして教育の現場に想定外のメッセージを伝えることになる場合さえある。それだ

けに，後期中等教育の健全な発展に資する質の高い問題を作成し続けてもらいたい。安易な問いは

避け，基礎的基本的な知識を理解しているか，理解した知識を用いて大学で学ぶにふさわしいだけ

の思考力や判断力があるのかを判断できる問題を作成し続けてもらいたい。さらに，大学側から高

校生へのメッセージとしての役割があることを踏まえ，リード文については高等学校の学びを想定

したものだけでなく，エッセイとしても読み込むと社会科学の基本的理解が広がるような優れたリ

ード文による問題も期待する。 
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第３ 問題作成部会の見解  

１ 出題教科・科目の問題作成の方針（再掲）  

○ 「公共」は，人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現実社会の諸課題の解決

に向け，選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理を活用して，

多面的・多角的に考察したり構想したりする過程を重視する。 

基礎的・基本的な概念や理論，考え方等を活用し，文章や資料を的確に読み解きながら考察

する力を求める。 

問題の作成に当たっては，現実社会の諸課題について理解したり考察したりするために必要

な概念や知識に関わる問題，多様な資料を用いて考察する問題などを含めて検討する。 

〇 「政治・経済」は，社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代における日本及び国

際社会の諸課題の解決に向け，政治と経済を関連させて，多面的・多角的に考察したり構想し

たりする過程を重視する。  

「公共」での学習などを踏まえ，「政治・経済」の学習によって深められた理解を基に政治

や経済の基本的な概念や理論等を活用して考察する力を求める。  

問題の作成に当たっては，各種統計などの多様な資料，さまざまな立場に立って話し合う場

面等から必要な情報を読み取り，考察する問題などを含めて検討する。 

２ 各問題の出題意図と解答結果  

第１問 

『地理総合／歴史総合／公共』の「公共」第１問と同じ。 

第２問 

『地理総合／歴史総合／公共』の「公共」第４問と同じ。 

第３問 大学のオープンキャンパスに参加して模擬授業を受けた生徒たちが，その内容や資料を

踏まえて議論するという場面を設定し，近代憲法の仕組み：権利・自由の保障と権力分立，財

政の役割：効率と公正の視点からについて考察することを意図して問題を作成した。問１は人

身の自由に関する模擬授業を手がかりに，罪刑法定主義や遡及処罰の禁止の趣旨についての正

確な知識と理解を問う問題である。問２は日本国憲法における国民代表の観念のあらわれに関

する理解を問う問題である。問３は自由で公正な社会の実現に不可欠な司法権の独立に関する

正確な知識と理解を問う問題である。問４は資本主義経済体制における政府の役割の在り方に

ついての知識を問う問題である。問５は租税負担の在り方について，租税の原則に関する知識

と理解を問う問題である。問６は所得再分配の効果について，ジニ係数に関する知識と理解を

基に図を読み取り，それを踏まえて税による再分配政策を考察する問題である。問１の正答率

はどの成績層においてもかなり高く，問５の正答率は低いものの成績上位層の識別力はあった。

全体として難易度は標準的で，識別力はやや低かった。 

第４問 現代日本における諸課題に，デジタル技術の活用と，政治と経済とを関連させた多面

的・多角的な考察，構想が求められていることを踏まえ，金融及び公共交通の分野における活

用方策と課題についての知識及び思考力等を問う問題としている。問１は日本銀行券と仮想通

貨(暗号資産)の性質との比較を通じて，銀行の役割や日本銀行券の特徴を読み取る力を問う問

題である。問２は企業が設備投資のために銀行から資金を借り入れる場面を設定して，バラン

スシートの構造の理解を問う問題である。問３は家計の資産運用を行う場面の下で，預金保険
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制度の理解と利回りの仕組みについて考える力を問う問題である。問４は人手不足の状況にお

いて取りうる方策や，解決の方向性として考えられる方策を選択する能力を問う問題である。

問５は地方公共団体，及び地方公共団体と国との関係についての制度に関する知識を問う問題

である。問６は内閣機能をはじめとする行政機関のしくみに関する知識を問う問題である。問

４は正答率が高かった。問６の正答率は低かったが，識別力は有していた。全体としての難易

度，識別力は標準的であった。 

第５問 少子高齢化社会における働き方と政治参加をテーマに，生徒がさまざまな課題について

解決策を考えるという場面を設定した。小問は，基礎的な知識と統計データなどの資料から読

み取れることとを合わせることで解答を導くことができるよう作成した。問１は人口と労働力

の問題についての理解と，それについて示された統計データを読み解く力を問う問題である。

問２は女性の労働供給に関する知識と，それについて示された統計データを読み解く力を問う

問題である。問３は日本の公的社会支出の内訳についての知識と，文章で示された事実とグラ

フとの対応についての理解を問う問題である。問４は最高裁判所の多数意見と個別意見を読み

解きながら，夫婦同氏制の具体的な問題やその社会的背景を理解しているかを問う問題である。

問５は憲法 25 条の生存権についての基本的な知識を問う問題である。問６は公職選挙法で認め

られている選挙運動の範囲及び選挙制度についての理解を問う問題である。問２の正答率は低

かったが，識別力は有していた。問３も正答率はやや低いものの成績最上位層の識別力はかな

り高かった。問４の正答率は高かったが，識別力は有していた。全体としての難易度，識別力

は標準的であった。 

第６問 生徒が探究する学習に臨む場面を想定し，探究学習の各段階を反映したつくりで，国際

社会の現状や課題に関する知識や，課題に対する解決策の模索と提起・表現の能力まで問う問

題を作成した。問１は為替相場の変動が企業の対外的な経済取引，更には一国の経済に及ぼす

影響を現実社会に即して理解しているかを問う問題である。問２は安全保障のジレンマについ

て知識や特徴の理解，解決するための条件の理解を問う問題である。問３は貿易取引や投資収

益などが計上される経常収支と金融取引が計上される金融収支に対する理解に基づいて，近年

の日本の国際収支の変化を把握しているかを問う問題である。問４は各国の国益の衝突の一方

で，為替相場の安定のために国家間の協調が追求されてきた経緯を理解しているかを問う問題

である。問５はグローバル・ヘルスという事例をとおして，技術革新と社会的公正との両立に

ついて考え解決策を見出せるかを問う問題である。問６は前問を応用し，先進国と発展途上国

との教育格差の解決策をめぐり，授業で学んだ ESG 投資の知識を用いて，課題に対する解決の方

向性を思考し見出せるかを問う問題である。問２は正答率が高く，識別力はやや低かった。問

３の正答率はやや低かったが，成績上位層の識別力は高く，問５も正答率はやや低いものの成

績最上位層の識別力はかなり高かった。全体としての難易度，識別力は標準的であった。 

３ 出題に対する反響・意見等についての見解  

 第１問と第２問については『地理総合／歴史総合／公共』の「公共」を参照。 

出題範囲・内容については，「学習指導要領の定める範囲で出題されており，出題内容に大きな

偏りはなかった」ものの，「大問全体の設定を政治分野から経済分野，国内の諸課題から国際社会

の諸問題に反映させる工夫がみられたが，国際社会からの出題がやや少なかった」との指摘も受

けている。こうした若干の偏りは「生徒の学びの場面を，発展させている設定が多くなっており，

そこで学んだことを基に，主体的に活動する学習過程を意識した場面設定がなされている」こと

によるところもあり，新しい学習指導要領に基づく問題として適切なバランスを維持していくよ
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う留意していきたい。分量については，「問題作成方針を考慮すると適切であった」が，文字数に

ついては「探究する活動の場面設定の中で思考したり判断したりする出題が今後増加するのであ

れば，読む文章の分量を削減し，解答について受験者が考察する時間を現状以上に確保すること

を検討してよいのでは」と指摘されており，検討していきたい。難易度については，「やや難しい

問題から平易な問題まで幅広く織り交ぜられており適正」であり，「知識及び技能だけでなく思考

力・判断力・表現力等を発揮して解くことが求められる設問があり，良問もみられる」と評価さ

れている。 

 問題の場面設定については，「社会の問題に対して生徒が主体的に取り組む場面設定」が多く，

「現代社会の諸課題について，主体的に考察させ，公正な判断力を養い，良識ある公民として必

要な資質・能力と態度を育てるという，「政治・経済」の科目の目標に照らして，適切であった」

と評価されている。ただし，「各大問の場面設定は工夫されているが，用語の引出しのみにとどま

り，各設問での活用に乏しいものもあった」との指摘もあった。出題分野の偏りをまねかないよ

うに配慮しつつ場面設定を活かすための工夫について，更に検討を重ねたい。設問形式について

は，複数のものを組み合わせる解答がやや多くなっているとの指摘があり，受験者の負担という

面で配慮していきたい。配点については，「思考力・判断力・表現力等を発揮して解くことが求め

られる設問の配点が大きくなっており，適切である」との評価を受けた。文章表現・用語や図表

の取扱いについては，「知識の確認にとどまっている設問もあり，表現上の工夫や関連する資料等

を用いて考察させる工夫が必要である」との指摘があり留意を要するが，「全体としては，受験者

が問題を理解しやすいように工夫されており，適切であった」と評価されている。 

 第３問は，「生徒にとってなじみのない用語もみられたものの，全体としての難易度は標準であ

る」との評価で，問２は「言葉だけで考えるのでなく，視覚的な扱いが生徒の主体的な学習理解

を深めるメッセージ」になっており，問６は「単なる基礎的基本的な知識を問うことにならぬよ

う配慮されている」と評価されている。 

 第４問は，「デジタル技術によるイノベーション」をテーマにした「経済分野と政治分野の融合

問題」によって，「課題解決の方向性についての思考力」や地方公共団体に関する制度や行政機関

に関連した考察を題材とし，「全体としての難易度は標準である」と評価されている。問４は「労

働力需給の逼迫という今日的課題の解決を考える思考力判断力の問い」との評価を受けている。 

 第５問は，「授業で話し合ったテーマを基にして，自ら図やグラフを見つけたり，作成したりし

て，そこから考察を深めることの大切さを示しており，このような生徒の活動が高等学校に求め

られていることが示されている」との指摘を受け，「全体としての難易度は標準である」との評価

である。問２は「異なる形式の資料を読み解かせ，仮説の後でエビデンスのメッセージを出題し

たりするなどの工夫がみられる」と評価され，問２～問４が「思考力判断力の問い」とされてい

る。 

 第６問は，「探究する学習の各段階を反映したつくりとなっており，成果の発表で終わらせるの

でなく，それをきっかけに新しい課題を発見するところまで示されている」と評価され，「全体と

しての難易度はやや高かった」とされている。問３・問４が「思考力判断力の問い」とされ，問

６は「平易だが主題としては大切な問い」と評価されている。 

４ まとめ 

第１問と第２問については『地理総合／歴史総合／公共」の「公共」を参照。 

新しい学習指導要領による新たな科目「公共，政治・経済」の初めての出題として，出題形式

にも工夫して問題作成方針の「政治と経済を関連させて，多面的・多角的に考察したり構想した
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制度の理解と利回りの仕組みについて考える力を問う問題である。問４は人手不足の状況にお

いて取りうる方策や，解決の方向性として考えられる方策を選択する能力を問う問題である。

問５は地方公共団体，及び地方公共団体と国との関係についての制度に関する知識を問う問題

である。問６は内閣機能をはじめとする行政機関のしくみに関する知識を問う問題である。問

４は正答率が高かった。問６の正答率は低かったが，識別力は有していた。全体としての難易

度，識別力は標準的であった。 

第５問 少子高齢化社会における働き方と政治参加をテーマに，生徒がさまざまな課題について

解決策を考えるという場面を設定した。小問は，基礎的な知識と統計データなどの資料から読

み取れることとを合わせることで解答を導くことができるよう作成した。問１は人口と労働力

の問題についての理解と，それについて示された統計データを読み解く力を問う問題である。

問２は女性の労働供給に関する知識と，それについて示された統計データを読み解く力を問う

問題である。問３は日本の公的社会支出の内訳についての知識と，文章で示された事実とグラ

フとの対応についての理解を問う問題である。問４は最高裁判所の多数意見と個別意見を読み

解きながら，夫婦同氏制の具体的な問題やその社会的背景を理解しているかを問う問題である。

問５は憲法 25 条の生存権についての基本的な知識を問う問題である。問６は公職選挙法で認め

られている選挙運動の範囲及び選挙制度についての理解を問う問題である。問２の正答率は低

かったが，識別力は有していた。問３も正答率はやや低いものの成績最上位層の識別力はかな

り高かった。問４の正答率は高かったが，識別力は有していた。全体としての難易度，識別力

は標準的であった。 

第６問 生徒が探究する学習に臨む場面を想定し，探究学習の各段階を反映したつくりで，国際

社会の現状や課題に関する知識や，課題に対する解決策の模索と提起・表現の能力まで問う問

題を作成した。問１は為替相場の変動が企業の対外的な経済取引，更には一国の経済に及ぼす

影響を現実社会に即して理解しているかを問う問題である。問２は安全保障のジレンマについ

て知識や特徴の理解，解決するための条件の理解を問う問題である。問３は貿易取引や投資収

益などが計上される経常収支と金融取引が計上される金融収支に対する理解に基づいて，近年

の日本の国際収支の変化を把握しているかを問う問題である。問４は各国の国益の衝突の一方

で，為替相場の安定のために国家間の協調が追求されてきた経緯を理解しているかを問う問題

である。問５はグローバル・ヘルスという事例をとおして，技術革新と社会的公正との両立に

ついて考え解決策を見出せるかを問う問題である。問６は前問を応用し，先進国と発展途上国

との教育格差の解決策をめぐり，授業で学んだ ESG 投資の知識を用いて，課題に対する解決の方

向性を思考し見出せるかを問う問題である。問２は正答率が高く，識別力はやや低かった。問

３の正答率はやや低かったが，成績上位層の識別力は高く，問５も正答率はやや低いものの成

績最上位層の識別力はかなり高かった。全体としての難易度，識別力は標準的であった。 

３ 出題に対する反響・意見等についての見解  

 第１問と第２問については『地理総合／歴史総合／公共』の「公共」を参照。 

出題範囲・内容については，「学習指導要領の定める範囲で出題されており，出題内容に大きな

偏りはなかった」ものの，「大問全体の設定を政治分野から経済分野，国内の諸課題から国際社会

の諸問題に反映させる工夫がみられたが，国際社会からの出題がやや少なかった」との指摘も受

けている。こうした若干の偏りは「生徒の学びの場面を，発展させている設定が多くなっており，

そこで学んだことを基に，主体的に活動する学習過程を意識した場面設定がなされている」こと

によるところもあり，新しい学習指導要領に基づく問題として適切なバランスを維持していくよ

政治・経済 

 

う留意していきたい。分量については，「問題作成方針を考慮すると適切であった」が，文字数に

ついては「探究する活動の場面設定の中で思考したり判断したりする出題が今後増加するのであ

れば，読む文章の分量を削減し，解答について受験者が考察する時間を現状以上に確保すること

を検討してよいのでは」と指摘されており，検討していきたい。難易度については，「やや難しい

問題から平易な問題まで幅広く織り交ぜられており適正」であり，「知識及び技能だけでなく思考

力・判断力・表現力等を発揮して解くことが求められる設問があり，良問もみられる」と評価さ

れている。 

 問題の場面設定については，「社会の問題に対して生徒が主体的に取り組む場面設定」が多く，

「現代社会の諸課題について，主体的に考察させ，公正な判断力を養い，良識ある公民として必

要な資質・能力と態度を育てるという，「政治・経済」の科目の目標に照らして，適切であった」

と評価されている。ただし，「各大問の場面設定は工夫されているが，用語の引出しのみにとどま

り，各設問での活用に乏しいものもあった」との指摘もあった。出題分野の偏りをまねかないよ

うに配慮しつつ場面設定を活かすための工夫について，更に検討を重ねたい。設問形式について

は，複数のものを組み合わせる解答がやや多くなっているとの指摘があり，受験者の負担という

面で配慮していきたい。配点については，「思考力・判断力・表現力等を発揮して解くことが求め

られる設問の配点が大きくなっており，適切である」との評価を受けた。文章表現・用語や図表

の取扱いについては，「知識の確認にとどまっている設問もあり，表現上の工夫や関連する資料等

を用いて考察させる工夫が必要である」との指摘があり留意を要するが，「全体としては，受験者

が問題を理解しやすいように工夫されており，適切であった」と評価されている。 

 第３問は，「生徒にとってなじみのない用語もみられたものの，全体としての難易度は標準であ

る」との評価で，問２は「言葉だけで考えるのでなく，視覚的な扱いが生徒の主体的な学習理解

を深めるメッセージ」になっており，問６は「単なる基礎的基本的な知識を問うことにならぬよ

う配慮されている」と評価されている。 

 第４問は，「デジタル技術によるイノベーション」をテーマにした「経済分野と政治分野の融合

問題」によって，「課題解決の方向性についての思考力」や地方公共団体に関する制度や行政機関

に関連した考察を題材とし，「全体としての難易度は標準である」と評価されている。問４は「労

働力需給の逼迫という今日的課題の解決を考える思考力判断力の問い」との評価を受けている。 

 第５問は，「授業で話し合ったテーマを基にして，自ら図やグラフを見つけたり，作成したりし

て，そこから考察を深めることの大切さを示しており，このような生徒の活動が高等学校に求め

られていることが示されている」との指摘を受け，「全体としての難易度は標準である」との評価

である。問２は「異なる形式の資料を読み解かせ，仮説の後でエビデンスのメッセージを出題し

たりするなどの工夫がみられる」と評価され，問２～問４が「思考力判断力の問い」とされてい

る。 

 第６問は，「探究する学習の各段階を反映したつくりとなっており，成果の発表で終わらせるの

でなく，それをきっかけに新しい課題を発見するところまで示されている」と評価され，「全体と

しての難易度はやや高かった」とされている。問３・問４が「思考力判断力の問い」とされ，問

６は「平易だが主題としては大切な問い」と評価されている。 

４ まとめ 

第１問と第２問については『地理総合／歴史総合／公共」の「公共」を参照。 

新しい学習指導要領による新たな科目「公共，政治・経済」の初めての出題として，出題形式

にも工夫して問題作成方針の「政治と経済を関連させて，多面的・多角的に考察したり構想した
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りする過程を重視する」ことに努めた。その結果，「高等学校教科担当教員の意見・評価」では

「主体的に活動する学習過程を意識した場面設定」が，「『政治・経済』の授業における探究の一

つのモデルケースとして，このような活動が高等学校の学びの場面に求められていることを強く

感じ取ることができる」として，「今後も基礎的・基本的な知識を問うだけの問題ではなく，探究

する活動の中で生徒がどのような思考力・判断力・表現力等にかかる能力を身に付けることがで

きているのかを判定することができる作問を期待したい』との評価を受けることができた。「教育

研究団体の意見・評価」でも，「受験者が自ら獲得した知識を活用し，思考力や判断力を働かせ，

今日に生きる私たちが抱える社会的な課題をいかに解決したらよいかを当事者意識をもって思考

する力があるかを問うとともに思考しているかを問う問題である」との評価である。全体として

難易度や識別力も標準的であり，新しい学習指導要領による最初の共通テストに求められる水準

の問題を作成することができたと判断している。 

今後も，文章量や設問形式の面で受験者の負担に配慮しながら，「どのような思考の過程を経て

結論に到達したのか，その中で何を判断の根拠としたのかを問いかけている」と評価される設問

をさらに充実させるよう検討を重ねていきたい。また，本試験と比べて知識問題がやや多いとい

う指摘に関連して，資料の読み取りにおいて基本的な知識とともに判断を求める設問では，「正確

な知識を用いた判断に至っていない受験者もみられ，基礎的・基本的な知識の定着の点で課題が

あるのではないか」と，教育上の課題を浮き彫りにしているとの評価もあった。知識の単なる確

認ではなく，その定着・活用を問う設問の必要性を示すものと受けとめ，更に工夫を重ねていき

たい。 

 

 

『地理総合／歴史総合／公共』の「公共」 

第１ 高等学校教科担当教員の意見・評価 

１ 前     文 

  令和７年度（第５回）共通テストの追・再試験が実施された。なお，評価に当たっては，報告書

（本試験）21 ページに記載の８つの観点により，総合的に検討を行った。 

２ 内 容・範 囲 

 学習指導要領「公共」(以下「公共」)の目標である，「現代の諸課題を追究したり解決したりす

る活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国

家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力」を踏まえて問題が作成されていると

同時に，時事的な話題も取り入れるなど，高等学校の指導を踏まえた出題が数多くみられた。 

 出題内容ごとに見ると，｢公共｣の大項目Ａ～Ｃの内容を踏まえて，法，政治，経済，探究の項目

ごとに大問が作られ，各大問には大項目Ａに関連する問題が組み込まれている。また各問題を観点

ごとに見ると，知識・理解の問題が過半数を占めている。また，思考に分類される問題と，技能の

問題がほぼ同数あった。このうち思考に分類される問題は，時事的な話題を取り込んだり，課題を

解決するためにどのような方策が考えさせたり，AI と関連させた文章を読ませて考察させるなど現

実社会の諸課題と向き合う問題となっている。また技能に分類される問題も，単に数値の読み取り

ではなく，既習の知識等を活用して考えさせるなどの工夫がみられた。 

全体をとおしてみると，本試験との難易度の差が感じられず，扱っている内容も｢公共｣らしさが

感じられ，学習指導要領に定める範囲で出題され，難易度は標準であるといえる。 

第１問 生徒の会話から，功利主義，人権保障，消費者問題などに関する問題で構成されている。

「公共」における幅広い分野からの出題で，バランスが取れている問題である。複雑な技能や

思考を問う問題が無いため，難易度は低いと思われる。 

問１ 功利主義の基本的知識と人間の尊厳を問う問題で， ア ， イ それぞれが二択の選択肢

であり，誤答が分かりやすく，受験者にとっては難易度が低いと思われる。 

問２ 人権保障に関する思想や歴史について，考え方とその内容を表したカードを一致させる

問題である。考え方とカードに手がかりがあるので，受験者にとっては確実に正答できる問

題と思われる。 

問３ Ｐ市の条例についての会話文から，パブリックコメント，営業の自由，幸福追求権とい

った基本的知識を問う問題である。会話の文脈や選択肢の誤答の判断がし易く，難易度は低

いと思われる。 

問４ 契約の原則や解除について，会話文から契約の原則とクーリング・オフの内容を問う出

題である。自転車やエステといった具体的な事例を取り入れ，丁寧に作られた問題である。

受験者にとっては，イメージしやすい問題といえる。「契約自由の原則」について，受験者

に知っておいてほしいというメッセージ性を感じられる。 

第２問 地方自治を題材にした問題であるが，制度についてただ問うのではなく，「地方議員の

なり手不足」という現実的課題を取り上げ，多様な視点から考えさせる，「公共」らしい出題

となっている。 

問１ 基本的知識を問う問題である。特にアとウは地方自治に関わる大切な概念であったり，

－122－




